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令
和
５
年
３
月
１
日
、く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
・
く
れ
よ
ん
ホ
ー
ム
は
、

旧
那
須
烏
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
烏
山
支
所
を
耐
震
補
強
・
改
修

工
事
し
、
再
移
転
い
た
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
設
備
も
新
た
に
整
え
、
安
全
面
や
機
能
面
で
過
ご
し
や

す
い
事
業
所
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
工
事
中
は
、
市
民
の
皆
様
に
は
何
か
と
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
し
た
こ
と
、
深
く
お
詫
び
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
は
、
就
学
前
の
お
子
さ
ま
の
発
達
支
援
を
行

う
「
児
童
発
達
支
援
」
と
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
の
お
子
さ
ま
が
、

自
立
に
向
け
て
の
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
「
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
く
れ
よ
ん
ホ
ー
ム
は
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
、
18
才
ま
で
の
お
子
さ
ま
と
ご

家
族
を
対
象
と
す
る
「
相
談
支
援
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
引
き
続
き
、
よ
り
一
層
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
お
子
さ
ま
や
ご
家

族
に
寄
り
添
い
、
身
近
な
地
域
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
な
が
ら
、
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
お
子
さ
ま
の
成
長
な
ど
で
、
気
に

な
る
こ
と
や
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

新しい「くれよんクラブ・くれよんホーム」が
完成しました！

使いやすい仕様のトイレ使いやすい仕様のトイレ

耐震補強され安全安心な建物となりました耐震補強され安全安心な建物となりました

明るくソフトな色あいの玄関明るくソフトな色あいの玄関

安全に配慮したアプローチ安全に配慮したアプローチ 太陽の光も明るい遊戯室太陽の光も明るい遊戯室
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感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た

感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た

日
常
生
活
福
祉
用
具
貸
出
事
業

日
常
生
活
福
祉
用
具
貸
出
事
業

　

す
ず
ら
ん
作
業
所
で
は
、
長
年

に
わ
た
り
ア
ル
ミ
缶
回
収
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
回

収
業
者
で
あ
る
昭
和
ア
ル
ミ
様
が

本
活
動
を
「
ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク

ル
協
会
」
に
推
薦
し
て
く
だ
さ

り
、
回
収
活
動
が
特
に
優
れ
て
い

る
と
「
優
秀
賞
」
に
選
出
さ
れ
、

感
謝
状
と
記
念
品
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
も
、
日
頃
よ
り
地
域
の
皆

様
や
会
社
・
団
体
様
に
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
お
か
げ
で
す
。
利

用
者
さ
ん
も
「
今
ま
で
頑
張
っ
て

き
て
よ
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
も
頑

張
り
た
い
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
・

リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
き
ま
す

の
で
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

車
い
す
を
使
っ
て
い
る
家
族
の

通
院
や
お
花
見
な
ど
の
外
出
等
、

市
内
の
皆
様
の
生
活
の
向
上
を
目

的
に
実
施
し
て
い
る
リ
フ
ト
付
き

福
祉
車
輌
貸
出
し
を
、
２
台
か
ら

３
台
に
増
や
し
ま
し
た
。

　

貸
出
場
所
も
本
所
・
烏
山
支
所

の
２
ヶ
所
に
な
り
ま
す
。

◆
申
請
者

　

�

車
い
す
の
方
を
送
迎
す
る
ご
家

族
（
運
転
手
）
※
登
録
制

◆
貸
出
期
間　

�

１
回
当
た
り
３
日

間
以
内

心
温
か
い
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

心
温
か
い
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
て
、
企
業
、
学
校
、
商
店
な
ど
多
く
の

方
々
か
ら
、
温
か
い
善
意
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
栃
木
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
、
県
内

の
民
間
施
設
や
那
須
烏
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
分
さ
れ
、
援
助
を
必

要
と
す
る
方
々
へ
の
地
域
福
祉
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

赤い羽根共同募金実績一覧
区　　分 金額（円） 募金者概数 備　　考

戸別募金 4,111,350
市内

各自治会

法人募金 371,750 108 事業所 企業・事業所数

学校募金 36,202 6 校 学校等数

職域募金 173,772 28 箇所
企業・事業所等
の数

その他
の募金

12,401 6
個人募金・
店舗募金箱等

合　　計 4,705,475

令和５年度ボランティア活動保険のお知らせ
　令和 5年度の ｢ボランティア活動保険｣ 加入が始まりました。ボラ
ンティア活動を考えている方、加入や更新の手続きをお願いします。

　　　　　　　加入プラン
保険金の種類 基本プラン 天災・地震補償プラン

特定感染症
重点プラン

ケガの
補償

死亡保険金 1,040 万円
後遺障害保険金 1,040 万円（限度額）
入院保険金日額 0.6,500 円
手　術
保険金

入院中の手術 65,000 円
外来の手術 32,500 円

通院保険金日額 04,000 円
特定感染症 補償開始日から10日以降 初日から

地震・噴火・津
波による死傷 × ○ ○

賠償責任
の補償 賠償責任保険金 5 億円（限度額）

年間保険料 ３５０円 ５００円 ５５０円
　※�令和４年度「ボランティア活動保険」の補償期間は、令和５年
３月 31日までです。

◆
貸
出
料　
　

無
料

◆
貸
出
車
両

　

〇
ラ
ク
テ
ィ
ス　

２
台

　

○
タ
ン
ト　
　
　

１
台

◆
問
合
せ
先

　

�

那
須
烏
山
市
社
会
福
祉
協
議
会　

本
所
（
田
野
倉
85
―
１)

　

電
話
０
２
８
７（
88
）７
８
８
１
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各
種
相
談
事
業

各
種
相
談
事
業

「
住
民
主
体
」の
地
域
支
え
合
い
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
住
民
主
体
」の
地
域
支
え
合
い
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
inin
と
ち
ぎ

と
ち
ぎ

　

２
月
２
日
、
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ

ザ
で
、
栃
木
県
と
栃
木
県
社
会
福

祉
協
議
会
の
共
催
で
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
共
に
支
え
合
う
「
地
域

共
生
社
会
」
の
促
進
を
目
的
に
開

催
さ
れ
、
住
民
含
め
福
祉
関
係
者

な
ど
１
０
０
名
の
方
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
基
調
講
演
と
県

内
で
活
動
す
る
２
地
区
の
実
践
発

表
の
２
部
制
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
基
調
講
演
で
は
、
ご

近
所
福
祉
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
し
て

全
国
で
講
演
し
て
い
る
酒
井
保
氏

に
よ
る
「
住
民
主
体
」
の
身
近
な

地
域
の
支
え
合
い
を
テ
ー
マ
に

「
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
の
良
さ

の
再
認
識
と
、
数
値
化
さ
れ
な
い

住
民
同
士
の
支
え
合
い
や
繋
が
り

を
沢
山
見
つ
け
る
こ
と
」
な
ど
活

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す

資
質
の
向
上
を
目
指
し
て

　
民
児
協
副
会
長
　
村
上
　
和
男

　

今
回
の
一
斉
改
選
で
約
半
数
の

委
員
が
交
代
し
ま
し
た
。
新
任
の

委
員
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
ど

の
よ
う
に
活
動
し
た
ら
い
い
の

か
、
戸
惑
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
。
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

で
は
月
に
一
回
、
定
例
会
を
開
催

し
、
行
政
等
か
ら
の
連
絡
や
研
修
、

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
13
日
に
は
栃
木
県
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
協
会
の
丸
山
隆
先
生
に

よ
る
「
民
生
・
児
童
委
員
に
お
け

る
傾
聴
・
相
談
対
応
に
つ
い
て
」

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ユ
ー

モ
ア
に
あ
ふ
れ
、
わ
か
り
や
す
い

お
話
で
、
丸
山
先
生
が
小
さ
い
頃
、

す
べ
て
を
受
入
れ
、
か
ば
っ
て
く

れ
た
母
親
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら

相
談
の
神
髄
を
お
話
し
し
て
く
れ

ま
し
た
。
い
く
つ
か
印
象
的
な
言

葉
が
あ
っ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

・�

相
手
を
苦
手
と
思
う
の
は
自
分

の
問
題

・�

過
去
と
他
人
は
変
え
ら
れ
な
い　

が
、
未
来
と
自
分
は
変
え
ら
れ　

る
。

・�

相
談
は
「
聞
く
」
で
は
な
く

「
聴
き
、
寄
り
添
う
」
こ
と
。

あ
り
の
ま
ま
を
受
け
と
る
。
プ

ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
な
い
。
秘
密

を
守
る
。

・�

誰
か
が
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る　

と
い
う
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

と
て
も
貴
重
な
お
話
を
伺
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

少
し
で
も
資
質
が
向
上
で
き
る
よ

う
、
研
修
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
心
配
ご
と
相
談

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

〇�

民
生
委
員
児
童
委
員
・
行
政
相

談
員
・
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

日
常
の
様
々
な
困
り
事
や
心
配

ご
と
の
相
談
で
す
。

〇
予
約
優
先

【
烏
山
地
区
】

◆
日
　
時
：
第
１
水
曜
日

　

午
後
９
時
か
ら
正
午
ま
で

◆
場
　
所
：
烏
山
公
民
館

　
　
　
　
　

１
０
１
号
室

【
南
那
須
地
区
】

◆
日
　
時
：
第
３
水
曜
日

動
を
進
め
る
秘
訣
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
真
岡
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
商
店
会
連
合
会
が

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

を
拠
点
と
し
た
移
動
販
売
活
動
」

の
報
告
と
、
本
会
の
暮
ら
し
の
中

の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
の
相

談
に
応
じ
て
、
地
域
の
協
力
者
と

一
緒
に
解
決
に
向
け
た
お
手
伝

い
を
す
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

「
助
っ
人
か
ら
す
」
の
活
動
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
「
助
っ
人
か
ら
す
」

協
力
者
の
菊
池
正
一
氏
と
野
上
洋

子
氏
か
ら
利
用
者
と
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
本

活
動
を
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通

じ
て
県
内
に
広
く
周
知
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
９
時
か
ら
正
午
ま
で

◆
場
　
所
：�

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
市
民
法
律
相
談(

予
約
制)

〇�

県
弁
護
士
会
の
弁
護
士
が
無
料

で
法
律
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

〇�

予
約
受
付
期
間
を
設
け
て
い
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

�(

詳
細
は
、
市
の
お
知
ら
せ
版

を
確
認
く
だ
さ
い)

◆
対
象
者
：
市
内
在
住
者

◆
時
　
間
：
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　

午
後
４
時
ま
で

　

①
５
月
18
日　

(

木)

　

②
７
月
20
日　

(

木)

　

③
10
月
19
日　

(

木)

　

④
12
月
21
日　

(

木)

　

⑤
２
月
15
日　

(

木)

●
女
性
の
た
め
の
法
律
相
談

◆
対
象
者
：
市
内
在
住
の
女
性
限
定

◆
期
　
日
：
９
月
21
日(

木)

◆
時
　
間
：
午
後
２
時
～

　
　
　
　
　

午
後
４
時
30
分

●
相
続
問
題
に
関
す
る
法
律
相
談

◆�

対
象
者
：
市
内
在
住
者
で
、
相

続
問
題
等
の
相
談
を
し
た
い
方

限
定

◆
期
　
日
：
１
月
27
日(

土)

◆
時
　
間
：
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　

12
時



　

ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター だ よ り

なすからすやま社協だより　４

ちょいボラ報告「書き損じハガキ収集」 「歯ブラシ一万本運動」の報告

社会福祉協議会は、 皆さんの 「心」 に支えられて活動しています。 ご理解とご協力をお願いします。 

心配ごと相談　日常生活上のあらゆる心配ごとに応じます！

場　　　　所 期　　　　日

保健福祉センター(田野倉)
（時間9：00～12：00）
問合せ　☎88-7881（本所）

4 月19日（水）（行政・人権相談併催）

3 月17日（水）（行政・人権・　県民相談併催）

烏山公民館101号室（中央）
（時間9：00～12：00）
問合せ　☎88-7881（本所）

４月５日（水）（行政・人権・　県民相談併催）

５月３日（水）憲法記念日のため休み

協力事業所と受注作業  （12・1月分）

すずらん　☎ 88-0840 あすなろ　☎ 82-3141
丸星食品㈱
㈱シオダ

㈲菊地製作所

切干大根袋詰め
ピン取り出し
・袋詰め他
スペア組み他

㈲大森紙器
エム・シー・アイ㈱
㈲坂本製作所　　
㈲菊地製作所　
藍百姓藍松

箱折り
自動車部品選別等
自動車部品選別等
ゴーグルケース等
種袋入れ等

寄　付（敬称略）

12月1日～1月31日
社�会�福�祉�振�興�基�金

こがやお客様一同
烏山地区民俗文化
奉仕協会
岡本　豊

4,133円

50,279円
10,000円

善　意　銀　行
㈱那須ニコン マスク4,000枚

福祉サービス利用状況

（1月末現在）

介護保険サービス

ホームヘルプサービス

ケアプラン作成

介護予防ケアプラン作成

116件

125件

　　20件

介護保険以外のサービス

障害者ホームヘルプ 6件

児童発達支援事業契約数

放課後等デイサービス契約数

障害児相談支援契約

29件

54件

102件

あすてらすサービス契約数

法人後見

15件

11件

アルミ缶（単位：個）（敬称略）（12月1日～1月31日）

すずらん　☎ 88-0840 あすなろ　☎ 82-3141
中山　寛行
大野　伯恵
仲山　正夫
野口　節
吉田　久美子
高野　英知
塩谷　均
中山　功
横山　泰平
佐藤　隆
吉川　次雄
愛和苑
（株）アヤラ産業
（株）矢崎部品
（株）日本技研
東北化工(株)
（株）シオダ
丸星食品（株）
大桶上自治会有志
大桶中自治会有志
佐藤自動車整備工場
ペット霊園那須烏山
癒しのサロンFleur
tent358�代表玉造広之
粂川　康志朗
植村　篤子
桜井商店
桔梗寮
渡辺　葵大
檜山幸太郎

400　
400　
128　
800　
242　
510　
250　
1,000　
300　
400　
600　
1,000　
650　
2,736　
150　
550　
300　
400　
1,700　
200　
200　
92　
280　
2,900　
385　
326　
200　
400　
347　
200

相澤クリーニング
青木　博
居酒屋　真水
石川　義郎　
石橋ベイブ
海野�篤史
漆原　義孝
絵本喫茶ぱたぽん
大貫　保
大谷　修一
小川床屋
興野直売所協力者
小野　幸夫
笠井レストラン
釜銀
上境上平　小森
上境上平協力者
川堀家具センター
黒須　正夫
小口　勝次
小口　俊一
後藤　哲史
小森　キヨ
坂田屋商店
櫻井　達夫
澤村　幸男
JAなす南
下境上自治会協力者
下境川辺自治会協力者
下境西組協力者
小規模多機能ホームなごみ
白木屋
高橋　任
玉ちゃん餃子
田村　圭之
中央協力者
束原　正記
栃木県庁南那須庁舎
仲沢　瞳
中村商店
中山集落有志一同　
那須烏山商工会
生魚商店
成瀬　一郎
根本　章
野上　明光
菱沼ソーイング
富士山苑
益子　淳一
増子製麺
㈲大森紙器
㈲大森生コン
吉沢　富夫
和智　祐一

150
760
150
300
200
200
450
750
530
210
160
160
140
40
990
900
150
160
850
80
350
150
1,080
230
400
150
210
1,550
1,200
450
1,050
310
1,250
600
480
450
150
310
550
710
4,200
200
470
600
690
300
230
1,600
610
300
150
600
1,660
450

（合計　18,046個） （合計　31,020個）

　ちょっとしたボランティアとして「使用済み切手」
や「書き損じハガキ」等の収集ボランティア(ちょい
ボラ)を実施しています。
　皆様からお預かりした「書き損じハガキ」は郵便局
に引き取ってもらい、29,550円分の切手となりまし
た。
　多くの市民の方、企業、学校等の皆様にご協力いた
だき、心より感謝申し上げます。
　この切手は、市内のボランティア活動の推進・支援
の為に有効活用させていただきます。
　今回、R３年10月～R４年10月までにご協力いただ
きました皆様のお名前を掲載し、お礼とさせていただ
きます。
■書き損じハガキ寄付(敬称略)
　㈱那須ニコン、久郷啓二、烏山中学校、匿名（8名）

　市民の方や各学校からお預かりした「未使用歯ブラ
シ」と「未使用タオル」は、烏山高校まちづくりボラン
ティア同好会が、国際ボランティア団体「ハローアルソ
ン・フィリピン医療を支える会」に届けました。
　多くの皆様にご協力をいただき、心より感謝申し上げ
ます。
■令和４年度寄付数
　・未使用歯ブラシ…………265本
　・未使用タオル……………268枚

ボランティア関係の情報がありましたら、ぜひお寄せください。お待ちしています！！　　

問合せ先　社会福祉協議会ボランティアセンター　☎８８－７８８１


